
 

（第２号様式）  
令和５年４月 24 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立   相模原中等教育学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・中高一貫教育の特
色ある教育課程を策
定し、知的好奇心を
引き出し、高い学力
と志を身に付けさせ
る。 
・探究学習を中心に
カリキュラム・マネ
ジメントを展開し、
「自ら考え・調べ
る」姿勢を育成す
る。 
・主体的・対話的な
深い学びの「深い学
び」を重点研究し、
言語活動の充実を図
りながら科学的根拠
に基づく理論的思
考、表現力を育成す
る 
・国際社会へ貢献で
きるよう英語運用力
向上を目指す。 

①４年の集約と
して新学習指導
要領の手だてを
整理する。 
 
 
 
 
 
 
②英語運用力の
到達度を検証す
る。 
 
 

①教科横断の視
点と「思考・判
断・表現」およ
び「指導と評価
の一体化」共通
テーマとしてチ
ームで研究を進
める。 
 
 
②英検受験、合
格率とGTECスコ
ア、および共通
テスト平均点を
４年分検証し、
現状分析と目標
を再設定する。 

①研究成果と教科
への還元はどうで
あったか。 
 
 
 
 
 
 
 
②データの作成と
分析結果はどうで
あったか。 
 
 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・自主自律を推奨
し、目標達成を諦め
ない精神力と規範意
識、思いやりをもっ
て下級生を指導する
リーダー意識を醸成
する。 
・６年間を安心して
過ごせるよう生徒・
保護者が利用しやす
い教育相談体制を確
立する。 

①「継承と深
化」に主体的に
取り組ませる。 
 
②「心と体」を
テーマに 6 年を
貫いた指導体制
を確立する。 
 
 

①生徒による組
織的改革を指導
する。（継続） 
 
②教科協働の視
点で年次計画を
作成し、振返り
アンケートを実
施する。 

①改革案の実行は
どうであったか。 
 
 
②実施内容と生徒
評価はどうであっ
たか。 
 

     

３ 進路指導・支援 

・５教科受験での国
公立大学を推奨し、
60名以上の現役合格
者を目指す。諦めさ
せない進路指導によ
り、国立大・難関大
第一志望現役合格率
75％を目指した段階
的・体系的な支援・
指導を行う。 
・高い志を維持させ
るため、実践・経験
値を高めさせ、自己
変容のプロセスを重
視したキャリアプラ
ンニングを指導す
る。 

①国公立のより
迅速な受験結果
の集約に向け
DX を 活 用 す
る。また、教育
計画に係る進路
実績の分析と指
導体制を検証す
る。 
②主体的社会貢
献としてのコン
テスト参加を促
し（継続）目指
す生徒像の理解
度の検証とコン
テスト等参加状
況を分析する。 

①受験報告方法
の見直しと国立
大合格者数の推
移と指導体制の
変 遷 を ま と め
る。 
 
 
②検定やコンテ
スト参加数調査
を継続する。参
加経験のある生
徒による募集説
明 会 を 実 施 す
る。 

①教育計画目標（4
年間の目標）に対
する到達度はどう
であったか。 
 
 
 
 
②SSS 振返りシート
の経年検証結果と
参加者数の検証 
 
 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

地域交流から社会貢
献意識を醸成する。 
神奈川県を代表する
中高一貫教育校とし
ての魅力を発信し、
6 年の学びの意欲を
引き出す広報、開か
れた学校づくりを推
進する。 

①校外活動を促
し、地域交流の
機会を模索す
る。 
 
②保護者目線、
生徒目線の観点
で学校案内を作
成する。 

①地域と連携し
た防災訓練を計
画、実施する。 
 
②生徒のアイデ
アを生かした学
校案内を作成す
る。 

①交流参加状況は
どうであったか。 
 
 
②どのようなアイ
デアを生かすこと
ができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

業務を組織的に可視
化させ、効率向上か
ら働き方改革を推進
するとともに若手
OJT を推進する。地
域から信頼されるた
め、職員一人ひとり
が県職員としての自
覚を持ち、事故防止
意識を持って取り組
む。 
 

①帰宅しやすい
環境づくりの継
続と業務削減に
取り組む。 
 
 
②同僚性の醸成
に継続的に取り
組み、不祥事防
止の意識を高め
る。 
 

①ノー会議デー
や帰宅宣言カー
ドの継続および
「スクラップ提
案書」を導入す
る。 
②教員による不
祥事防止研修を
継続する。生徒
との適切な距離
の取り方を重点
目標とする。 

① 時 間 外 勤 務 時
間、年休取得数の
検証 
 
 
 
②研修会は実施で
きたか。 
 

     

 

 


